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２ 被爆80周年事業の取組状況について

原爆犠牲者を慰霊するとともに、ノーベル平和賞受賞を
追い風に、被爆の実相を国内外に幅広く伝え、長崎の

       平和への思いを強力に発信する

【具体的取組み】

■様々な機会を捉え、被爆者の声を聴く場の創出や、原爆・平和展の開催などを行い、
     平和発信を行う（機会の創出）
■様々な手法で、被爆の実相を伝えるとともに平和活動の裾野を広げていく（手法）

取

組

方

針

１

被爆100周年を見据え、被爆の実相を世代を超えて伝
       え続けるための取組みを進める

【具体的取組み】

■被爆者のいない時代に備え、次世代の継承者を育てる（ヒト）
■被爆者がいなくなる前に被爆資料の収集や保存を強化し、資料の持つストーリーを

     紹介しながら活用する（モノ）
■被爆者がいない時代が到来しても、変わらずに被爆地の使命を果たせるよう、被爆の

     実相及び平和発信に係る施設をさらに充実させる（場所）

２
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（１）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部）

（事業費全体） 35,000        

（80周年） 35,000        

（事業費全体） 103,668      

（80周年） 4,412          

（事業費全体） 16,181        

（80周年） 2,500          

（事業費全体） 16,181        

（80周年） 1,500          

（事業費全体） 16,181        

（80周年） 330            

（事業費全体） 64,999        

（80周年） 1,000          

（事業費全体） 16,368        

（80周年） 1,623          

（事業費全体） 64,999        

（80周年） 195            

（事業費全体） 16,368        

（80周年） 801            

（事業費全体） 64,999        

（80周年） 266            

（事業費全体） -                

（80周年） -                

機
会
の
創
出

約350人

142人
新
規

9
日本非核宣言自治体協議会総会における長崎・広
島・那覇市長鼎談
　【ゼロ予算事業】

R7.5 平和推進課

被爆地の広島市長と長崎市長、そして地上戦の被害を受け
た沖縄の那覇市長を迎え、被爆者や戦争体験者がいなくな
る時代を見据えて、被爆や戦争の記憶を次世代に継承する
にあたっての課題や具体的取組などについて、ともに考える
鼎談を那覇市で実施する。

約1,200人 R7

新
規

国連大学でのヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター
展のオープニングセレモニーへの出席
（2.1.11 長崎原爆資料館運営費）

R7.7 被爆継承課
国連大学でのヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター展オープ
ニングセレモニーに出席し、平和アピール活動を実施する。

- R7

新
規

8

国連大学でのヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター
展の開催
（2.1.11　 ヒロシマ・ナガサキ平和アピール推進委員
会負担金）

R7.7～
R7.8

被爆継承課

被爆80周年となる令和7年に、広島市と共同で国連大学（東
京都）において、主に大学生を対象としたヒロシマ・ナガサキ
原爆写真ポスター展を開催することにより、次世代を担う若
者に被爆の実相を伝え、核兵器廃絶に向けての国際世論を
醸成する。

大阪・関西万博に合わせたヒロシマ・ナガサキ原爆・平和展
オープニングセレモニーに出席し、平和アピール活動を実施
する。

-

被爆継承課

多くの人が訪れる2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）
開催の機会を捉え、広島市と共同で大阪市において原爆・平
和展を開催することで、広く被爆の実相を伝え、核兵器廃絶
に向けての国際世論を醸成する。

33,593人

R7

長崎原爆資料館のあゆみとこれまで集められた資料から、
人々の継承の営みを改めて振り返ることで、資料を残してき
た人々の思いに触れていただき、未来へ受け継いでもらう
きっかけづくりを行う。

- R7

国
内

新
規

7

大阪・関西万博に合わせたヒロシマ・ナガサキ原
爆・平和展の開催
（2.1.11　 ヒロシマ・ナガサキ平和アピール推進委員
会負担金）

R7.8～
R7.12

新
規

6
開館30周年特別展「閃きのあとー長崎原爆資料館
の軌跡」の開催
（2.1.11　長崎原爆資料館運営費）

R8.3～
R8.8

平和推進課

R7

新
規

大阪・関西万博に合わせたヒロシマ・ナガサキ原
爆・平和展のオープニングセレモニーへの出席
（2.1.11 長崎原爆資料館運営費）

R7.7 被爆継承課

平和推進課
令和８年１月に核兵器禁止条約発効5周年を迎えるにあた
り、条約の意義や条約に込められた被爆者の思いなどを伝
えるパネルを展示する。

- R7

核戦争を医療従事者の立場から防止する活動を行う核戦争
防止国際医師会議（IPPNW）の第24回世界大会において、市
民をはじめとした多くの人々に被爆者の声を直接届ける機会
を提供する。

356人 R7平和推進課

新
規

5
核兵器禁止条約発効５周年記念パネル展示
（2.1.11　平和推進活動費）

R8.1

新
規

4

第24回核戦争防止国際医師会議（IPPNW）世界大
会in NAGASAKIにおける被爆の実相発信プログラ
ムの実施
（2.1.11　平和推進活動費）

R7.10

R7.5

４年に１回、広島市と交互に開催している平和首長会議総会
を令和７年に長崎市で開催し、8,500を超える国内外の加盟
都市との連携を強化するとともに、被爆地から世界に向けて
核兵器廃絶と世界恒久平和への力強いメッセージを発信す
る。

240人
（参加登録者数）

1,950人
（延参加者数）

R6

新
規

2
在外被爆者の平和祈念式典への招請及び被爆体
験の継承
（3.4.5　平和祈念式典行事費）

R7.8 調査課

平和推進課
長崎で開催する「長崎ピース・プレナー・フォーラム2025」にお
いて、市民をはじめとした多くの人々に被爆者の声を直接届
ける機会を提供する。

R7

在外被爆者（ブラジル1名、韓国2名）を平和祈念式典に招請
し、参列いただくとともに、国外で生活した経験を踏まえた自
らの被爆体験や平和への思いを語っていただき、被爆体験
を継承する。

- R7

市
内

新
規

1
第11回平和首長会議被爆80周年記念総会の開催
（2.1.11　第11回平和首長会議総会開催費負担金）

R7.8 平和推進課

事業内容 参加者数など
予算
年度

予算現額（千円）
※R6年度は決算額

取組
方針

事業名
（款項目　事業3名称）

実施
年月

所属名

新
規

3
長崎ピース・プレナー・フォーラム2025における被爆
の実相プログラムの実施
（2.1.11　平和推進活動費）
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（１）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部）

（事業費全体） 16,368        

（80周年） 3,017          

（事業費全体） 16,181        

（80周年） 5,606          

（事業費全体） 10,000        

（80周年） 10,000        

（事業費全体） 103,668      

（80周年） 176            

（事業費全体） -                

（80周年） -                

（事業費全体） 2,580          

（80周年） -                

（事業費全体） 3,482          

（80周年） -                

（事業費全体） -                

（80周年） -                

（事業費全体） -                

（80周年） -                

（事業費全体） 103,668      

（80周年） 150            

（事業費全体） 103,668      

（80周年） 995            

（事業費全体） 27,758        

（80周年） 6,213          

（事業費全体） 27,758        

（80周年） 6,793          

国
外

拡
大

10

戦艦ミズーリ記念館でのヒロシマ・ナガサキ原爆・平
和展の開催
(2.1.11 ヒロシマ・ナガサキ平和アピール推進委員会
負担金)

R7.8～
R8.2

被爆継承課

- R7

パールハーバーの戦艦ミズーリ記念館において、広島市と共
同で、原爆・平和展を開催することで、被爆の実相を広く伝
え、核兵器廃絶に向けた機運を醸成する。

約195,700人
（R8.1月末時点）

R7

拡
大

11
R7.4～
R7.5

取組
方針

事業名
（款項目　事業3名称）

実施
年月

所属名

平和推進課

新
規

12
長崎市被爆80周年記念事業費補助金
（3.4.5　被爆80周年記念事業費補助金）

R7.4～
R8.3

調査課

事業内容 参加者数など
予算
年度

予算現額（千円）
※R6年度は決算額

市民の平和の意識を醸成するため、市民等が実施する被爆
実相の継承又は平和発信のイベント等を被爆80周年記念事
業として10件選定し、補助を行う。

- R7

新
規

13
被爆80周年事業パッケージ広報
(3.4.5　平和祈念式典行事費)

R7.4～
R8.3

調査課
被爆80周年事業を広く周知するため、ホームページやSNS、
市庁舎デジタルサイネージ、ポスター、チラシ等を活用し、
パッケージ広報を行う。

- R7

新
規

14

被爆80周年記念ロゴの使用
【ゼロ予算事業】

R7.4～
R8.3

調査課
被爆80周年を広く周知するため、被爆80周年記念ロゴを活
用する。

-

拡
大

平和の灯のポスター・チラシでの周知
（2.1.11　平和の灯事業共催費負担金）

R7.8～
R7.9

被爆継承課
平和の灯のポスター・チラシに被爆80周年のロゴマークをつ
けて配布し周知を図る。

約2,500人 R7

拡
大

市民大行進のポスター・チラシでの周知
（2.1.11　平和祈念行事共催費負担金）

R7.9～
R7.10

被爆継承課
市民大行進のポスター・チラシに被爆80周年のロゴマークを
つけて配布し周知を図る。

約1,100人 R7

新
規

15
広報ながさきへの被爆遺構コラムの掲載
【ゼロ予算事業】

R7.4～
R8.3

被爆継承課

新
規

17
原爆犠牲者慰霊花火の打ち上げ
（3.4.5　平和祈念式典行事費）

R7.7

被爆80周年を契機として、市民に被爆遺構について関心を
持っていただくきっかけとなるよう、令和7年度の広報ながさき
にコラムを掲載する。

約174万部

新
規

16
被爆80周年PR事業(公用共通封筒への広告掲載)
【ゼロ予算事業】

R7.5～
R8.3

調査課

調査課

長崎市と広島市が連携した取組みとして、7月26日（土）開催
の「ながさきみなとまつり」と「広島みなと夢花火大会」の両会
場で、原爆犠牲者の慰霊と平和への祈りを込めた花火を打
ち上げる。

- R7

被爆80周年を広く周知するため、公用共通封筒（広告入り封
筒）へ被爆80周年の周知の掲載を行い、機運醸成に繋げる。

-

新
規

19

ラッピング路面電車の運行
（2.1.11　「長崎クスノキプロジェクト」推進費）

R7.7～
R7.12

新
規

18
平和メッセージボードの設置
（3.4.5　平和祈念式典行事費）

R7.7～
R7.8

被爆継承課
被爆80周年を契機として、本プロジェクトの周知を図ることを
目的に、市内路面電車に「長崎クスノキプロジェクト」のラッピ
ング広告を掲載し、運行する。

- R7

被爆80周年を迎える長崎で、市民や観光客などに世界平和
を願うメッセージを書いてもらい、または、見てもらうことで、
改めて平和の大切さを感じてもらい、平和の醸成に繋げる。
①メッセージカードの作成　7/26～27　ベルナード観光通
②メッセージカードの展示　8/9　　　　　出島メッセ長崎

　①　　　-
　②約1,200人

R7援護課

「長崎クスノキプロジェクト」の総合プロデューサーである福山
雅治氏のデビュー35周年ライブの会場にブースを出展し、本
プロジェクトの周知を図る。

約6,000人 R7
新
規

福山雅治氏デビュー35周年ライブへのブース出展
（2.1.11　「長崎クスノキプロジェクト」推進費）

R7.8～
R7.9

被爆継承課

NPT再検討会議第３回準備委員会等でのアピール
活動実施
（2.1.11　平和推進活動費）

アメリカ・ニューヨーク市の国連本部で開催されるＮＰＴ再検
討会議第３回準備委員会に被爆地長崎を代表して出席し、
長崎の平和への思いを強く訴える。また、エバンストン市を訪
問し、大学で講演を行うほか、核軍縮専門家等と意見交換を
行う。（ニューヨーク市、エバンストン市)

機
会
の
創
出

手
法
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（１）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部） ※ピンクの網掛けは、当初の予定になかったが今年度に取り組んだ事業

（事業費全体） 4,480          

（80周年） 138            

（事業費全体） 4,480          

（80周年） 4,000          

（事業費全体） 4,480          

（80周年） -                

（事業費全体） 6,000          

（80周年） 1,000          

（事業費全体） 103,668      

（80周年） 1,784          

（事業費全体） 348            

（80周年） 200            

手
法

約350人

R7.7～
R8.3

新
規

22
明治安田J1百年構想リーグ開幕戦(ピースマッチ)に
おける平和発信
(2.1.11　「平和の文化」醸成事業費)

R8.2 平和推進課

被爆地をホームタウンとする長崎と広島のチームが対戦する
J1百年構想リーグの開幕戦（ピースマッチ）において、県・市・
V.ファーレン長崎による共同事業として、来場者による折鶴
作成やメッセージフラッグへの寄せ書きなどを行うブースの設
置や、長崎・広島の若者による平和宣言の発信など、スポー
ツを通して平和について考え行動するきっかけづくりを行う。

不明
※観客数
20,134人

R7

被爆者のグループ活動に学生が参加する交流の場を創出す
るとともに、被爆者と交流する模様を撮影した写真など、笑顔
や平和な日常を中心としたミニ動画を制作。SNSに投稿し、よ
り多くの人に平和の大切さを感じてもらう。

調査課

セントポール市との姉妹都市提携70周年を記念し、セント
ポール市の学生（2人）を平和祈念式典へ招待し、日本の青
少年との平和交流を通して、被爆の実相の継承を行う。ま
た、参列者が帰国後に学校等で日本での体験を伝えること
で、海外の若者へ被爆の実相を広く継承する。

-

- R7

平和推進課

核兵器廃絶長崎連絡協議会において、これまで行われてき
た「記憶の継承」の取り組みを生かしつつ、次代を担う人材
育成の取組みを更に発展させていけるよう、英国のシンクタ
ンクである英米安全保障情報評議会（BASIC）の協力のもと、
「対話」を通じた長崎発の新たな国際的な平和人材育成プロ
ジェクトを立ち上げる。

プロジェクト
参加人数

16人
R7

ヒ
ト

新
規

23
戦後・被爆80年企画「対話を通じた国際的な平和人
材育成プロジェクト」
（2.1.11　核兵器廃絶長崎連絡協議会負担金）

拡
大

24
セントポール市学生の平和祈念式典への招待
（3.4.5　平和祈念式典行事費）

R7.8 R7

新
規

25
被爆者グループ活動交流等事業
（3.4.2　被爆者生きがいづくり費）

R7.11 援護課

予算現額（千円）
※R6年度は決算額

戦争・紛争地域で人道支援を行い、非人道性の観点から核
兵器廃絶を積極的に推進する赤十字国際委員会（ICRC）と
の共催により、核兵器や人道支援などをテーマとした映画上
映及びトークイベントを開催する。

R7

取組
方針

事業名
（款項目　事業3名称）

実施
年月

所属名 事業内容

- R7

新
規

21
平和映画上映会
（2.1.11　「平和の文化」醸成事業費）

R7.11 平和推進課

新
規

20
長崎平和ハーフマラソンにおける平和発信
(2.1.11　「平和の文化」醸成事業費)

R7.11 平和推進課
マラソン大会の会場にフォトスポット及び平和のメッセージな
どを入れた缶バッジ作成ブースなどを設置し、スポーツを入
口に平和を発信する機会を創出する。

参加者数など
予算
年度

-9-



（１）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部）

（事業費全体） 66,900        

（80周年） 24,779        

（事業費全体） 476,200      

（80周年） 476,200      

（事業費全体） 64,999        

（80周年） 2,962          

（事業費全体） 13,459        

（80周年） 13              

（事業費全体） 17,900        

（80周年） 17,900        

被爆80周年記念事業費合計（原爆被爆対策部分）　　　 合計 609,553     

R6決算 35,000       

R7予算 98,353       

R8予算 476,200     

【参考】令和7年2月議会（令和7年度当初予算審査）時　 予算 613,194     

R6予算 35,000       

R7予算 101,994     

R8予算 476,200     

R8

新
規

長崎原爆資料館の展示更新　資料館運営審議会
(2.1.11　長崎原爆資料館運営費)

R7.4～
R8.3

平和推進課

長崎原爆資料館展示のうちC・Dコーナーを中心に一部更新
を行うにあたり、設計業務を委託する。

- R7

新
規

長崎原爆資料館の展示更新　制作施工委託
（2.1.11　【補助】平和施設整備事業費）

～R9.3 平和推進課
長崎原爆資料館展示のうちC・Dコーナーを中心に一部更新
を行うにあたり、工事施工を行う(令和8年度債務負担）。

場
所

新
規

26

長崎原爆資料館の展示更新　実施設計委託
（2.1.11　【補助】平和施設整備事業費）

R7.4～
R8.3

平和推進課

新
規

28
原爆犠牲者慰霊平和祈念式典大テント製作
(3.4.5　【単独】平和祈念式典施設整備事業費
　　　　　平和祈念式典施設整備費)

R5～
R7.8

長崎原爆資料館展示のうちC・Dコーナーを中心に一部更新
を行うにあたり、審議会の開催及び関係各所との協議等を実
施する。

- R7

拡
大

27
被爆建造物内部の特別見学会
（2.1.11　被爆建造物等公開費）

R7.8 被爆継承課

28事業　　　　

27事業

調査課
８月９日の原爆犠牲者慰霊平和祈念式典の開催にあたり、
平和公園に設営している大テントについて、被爆80周年の式
典に向けて新たに製作する。

-

予算現額（千円）
※R6年度は決算額

R7

取組
方針

事業名
（款項目　事業3名称）

実施
年月

所属名 事業内容 参加者数など
予算
年度

-

被爆80周年という節目の年を迎えるにあたり、被爆の実相を
継承し、恒久平和の実現を訴えるメッセージのさらなる発信
のため、長崎市被爆建造物等Bランク「三菱造船船型試験
場」において、通常公開していない被爆建造物の中を見るこ
とができる特別見学会（限定1日)を、所有者の協力を得て実
施する。

270人 R7

-10-



⑫被爆80周年記念事業費補助金
で実施されたイベント

⑳長崎平和ハーフマラソン
会場での平和発信ブース

⑲長崎クスノキプロジェクト
ラッピング路面電車

①第11回平和首長会議
被爆80周年記念総会

⑦ヒロシマ・ナガサキ
原爆・平和展（大阪）

㉒明治安田J1百年構想リーグ開幕戦
における平和発信
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（２）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部以外） ※ピンクの網掛けは、当初の予定になかったが今年度に取り組んだ事業

1
セントポール市姉妹都市提携70周年記念事業
（2.1.9　セントポール市姉妹都市提携70周年記
念事業費）

R7.8
R7.10

企画政策部 国際課

日本初の姉妹都市提携であるアメリカ・セントポー
ル市との姉妹都市提携が70周年を迎えることから、
相互に訪問団を派遣し、更なる関係強化と交流促
進につなげる。

49人 R7 9,236        

2 広島・長崎こども会親善交歓会 R7.7 こども部
こども

みらい課

広島・長崎の子ども達が交流し平和への意識を高
めるとともに、連帯感や友情を深め、子ども会リー
ダーとしての指導力や実践力を身につける。また青
少年ピースボランティアと連携し平和学習を行うな
ど、さまざまな体験に取り組んでいる。令和７年度は
広島市開催、被爆80周年として多くの子どもたちの
参加があった。

100人 -              

R6 4,959        

R7 10,000       

4
長崎平和ハーフマラソン
（10.7.3　社会体育行事開催費）

R7.11 市民生活部
スポーツ
振興課

被爆80周年に特化した記念事業として、平和に関
する内容を充実させた「平和をテーマとするマラソン
大会」をハーフマラソンとして開催し、被爆地長崎か
ら平和のメッセージを広く発信する。

3,645人
（実走数）

R7 25,000       

5
Bリーグオールスター関連事業実行委員会
（2.1.7　まちのにぎわい創出事業費　）

R8.1 企画政策部
官民連携
推進室

Bリーグオールスター関連事業実行委員会におい
て、U-15の広島県選抜チームと長崎市選抜チーム
によるピースゲームを共催、また、高架下広場にお
いて、「折り鶴パネル作成ワークショップ」を実施、同
施設大型モニターで平和啓発動画を放映する。

ピースゲーム
２日目来場者数

5,361人
折り鶴527人

R7 1,700        

6 観光施設等ライトアップ事業 R7.8 まちづくり部 景観推進室

平和関連事業への関心を高めることを目的として、
当室が実施している稲佐山から見える演出照明「長
崎・星物語」において、令和７年８月１日から15日ま
で、平和の象徴である「はと」の星座のみ点灯する。
（通常時は、はと座に限らず他の星座とローテー
ションで点灯している。）

- -              

手
法

7
長崎〇〇LOVERSプロジェクト インスタグラム
写真投稿キャンペーン

R7.9～
10

企画政策部
長崎創生
推進室

長崎○○LOVERSプロジェクトにおいて実施するイ
ンスタグラム写真投稿キャンペーンにおいて、令和
７年度に開催されたながさきピース文化祭2025での
キャンペーンに併せて、平和をテーマとした写真を
募集し、入選写真を選定して公式SNSにおいて紹介
する。

4,776人
（キャンペーン開催に
係る投稿のインサイ

ト数）

-              

広島長崎連携観光キャンペーン事業
（7.1.4　インバウンド誘致広域連携費）

R7.4～
R8.3

文化観光部
観光交流
推進室

ノベルティ配付
3,000個

観光PR動画をSNSを用いて海外へ情報発信するこ
とや平和学習を取り込んだ観光プログラムの造成
等に取り組むことで、両市の相互送客を含む訪日外
国人観光客の誘客を行う。

機
会
の
創
出

事業内容 参加者数など
予算
年度

予算現額（千円）
※R6年度は決算額

取
組

方
針

事業名
（款項目　事業3名称）

実施
年月

部局名 所属名

3
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（２）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部以外） ※ピンクの網掛けは、当初の予定になかったが今年度に取り組んだ事業

8 第73回長崎市民音楽祭 R7.10 市民生活部 文化振興課

児童合唱、女声合唱、男声合唱、混声合唱、小編
成器楽、大編成器楽の各団体の発表（1団体あたり
10分程度）及び参加団体・市民参加者による混声
合同演奏及び器楽合同演奏を行う。そのうち合同
演奏においては、被爆80周年にあたり、平和のメッ
セージを込めた作品を演奏する。

1,293人 -              

9
被爆樹木を活用した指揮棒「ヘイワノタクト」の
製作

R8.2～3 市民生活部 文化振興課

被爆クスノキの定期管理で剪定された被爆樹木を
題材として多様な製品を製作するプロジェクトを行う
九州産業大学芸術学部とベネックス長崎ブリック
ホールの指定管理者などと連携し、指定管理者の
自主事業として指揮棒「ヘイワノタクト」を製作する。
今後は、長崎で開催される平和を考え、祈ることを
テーマとしたコンサートでの使用や展示を行う。

- -              

10
ながさき水道水の配布
（4..2.2　資源ごみ処理費/水道事業会計）

R7.4～
R8.3

環境部/
上下水道局

資源循環課/
総務課

現在、環境部及び上下水道局において、リサイクル
意識の更なる向上と、長崎市の水道水の安全性や
おいしさを、多くの市民に知っていただく機会を創出
していくことを目的として、長崎市で排出された使用
済みペットボトルの一部を、ケミカルリサイクルによ
り再生したペットボトルに、長崎市の水道水を充填し
た、オリジナルボトル『ながさき水道水』を製造して
いる。令和7年に被爆80周年の節目を迎えるにあた
り、この再生ペットボトルのラベルを、平和をイメー
ジしたデザインにし、配布することで市民の平和意
識の醸成を図る。

13,000本 R6 2,224        

11 最新のテクノロジーに触れる場の創出
R7.7～
R8.2

情報政策
推進部

DX推進課

デジタル技術に興味を持つこどもたちが最新のテク
ノロジー（VR・ARや３Dプリンタ、プログラミングなど）
に触れられる場（「テクノバながさき」（長崎大学内に
設置））において、長崎大学が開発した「平和学習用
VRシステム」を使った被爆前後の長崎の街並みを
体験してもらうデジタルコンテンツを提供する。

イベント来場者数
186人

-              

12
被爆80周年平和教育実践集編集
（10.01.05 平和教育推進費）

R7.4～
R8.3

教育委員会 学校教育課

令和7年に被爆80周年の節目を迎えるにあたり、長
崎市の人的資源やこれまでの小中学校での実践事
例を指導案化・カリキュラム化を行い、地域人材や
平和教育の優れた実践と教職員をマッチングさせる
プラットフォームを構築する。実践事例は、プラット
フォーム内に保存・公開し、年度ごとに蓄積・更新す
る。

- R7 60            

手
法

取
組

方
針

事業名
（款項目　事業3名称）

実施
年月

部局名 所属名 事業内容 参加者数など
予算
年度

予算現額（千円）
※R6年度は決算額
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（２）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部以外） ※ピンクの網掛けは、当初の予定になかったが今年度に取り組んだ事業

13 被爆関連市営住宅の周知 R7.10 建築部
建築総務課
住宅政策室

１０月に開催される「住宅フェア」にて、被爆関連の
市営住宅であるシュモー住宅のパネルを設置する。

- -              

14
お手軽ウオーキング～被爆地長崎平和の祈り
コース～
（4.1.5　生活習慣病予防対策費）

R7.11
中央総合
事務所

地域福祉課
ヘルシーウオークコースを活用した「お手軽ウオー
キング」として、被爆遺構を巡る平和祈祷コースを
歩く。

24人 R7 16            

15
人権啓発研修会における被爆者体験講話の実
施

R8.1
教育委員会
教育総務部

東公民館
公益財団法人長崎平和推進協会と連携した取り組
みとして、令和８年１月２９日（木）開催の東公民館
人権啓発研修会において被爆体験講話を行う。

52人 -              

16
長崎学ネットワーク会議公開学習会
（10.6.3　長崎学調査研究費）

R7.5 文化観光部
長崎学
研究所

令和7年度　第1回長崎学ネットワーク会議公開学
習会「長崎における被爆者運動の形成と展開―長
崎原爆被災者協議会の1950-60年代を中心に―」
長崎における被爆者運動の形成期や活動初期を対
象とし、長崎原爆被災者協議会を中心に、運動が
自立化、自律化していった履歴について、長崎総合
科学大学　長崎平和文化研究所　客員研究員の木
永勝也先生にお話しいただく。

39人 R7 16            

公民館講座における被爆実相の継承

　「今でしょ長崎①～③」（春の講座） R7.6～8
教育委員会
教育総務部

西公民館

例年開催している公民館講座において、被爆80年と
なる節目の年に、改めて平和について考えるととも
に被爆の実相についての理解を深めていくような内
容の講座を実施する。
1回目と2回目…平和さるく
3回目…平和講演会

42人（延べ） R7 24            

　R７春の講座「長崎再発見」
R7.5
R7.6

教育委員会
教育総務部

滑石公民館

長崎の歴史や文化について学ぶ講座「長崎再発
見」（全５回）の中で、１回目は長崎に投下された原
子爆弾の全容について学習し、２回目は実際に原
爆資料館を訪問して現地で被害の実情等について
学習する。

32人（延べ） -              

手
法

実施
年月

部局名 所属名 事業内容 参加者数など
予算
年度

予算現額（千円）
※R6年度は決算額

17

取
組

方
針

事業名
（款項目　事業3名称）
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（２）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部以外） ※ピンクの網掛けは、当初の予定になかったが今年度に取り組んだ事業

被爆80周年記念ロゴを活用した被爆80周年の機運醸成

　（株）セブン銀行と連携した平和の発信
R7.12～

R8.2
企画政策部

官民連携
推進室

(株)セブン銀行が、外国人訪問者向けの日本円を
キャッシングできる機能を有するセブンATMの利用
案内ポスターの作成にあたって、平和祈念像及び
被爆８０周年のロゴマークを掲載し周知を図る。

- -              

　母子健康手帳交付者への配付資料へのロゴ
　掲載

R7.4～
R8.3

こども部
子育て

サポート課

令和7年に被爆80周年の節目を迎えるにあたり、妊
産婦からこどもへ世代を超えて平和の意識を伝承
する契機となることを目的として、母子健康手帳交
付時の配布資料に、被爆80周年記念事業に関する
メッセージ及びロゴマークを掲載する。

母子手帳交付数
1,358件

（R7.11月末時点）
-              

　子育てガイドブックへのロゴ掲載
R7.7～
R8.6

こども部
子育て

サポート課

子育てに関連する情報を集約した子育てガイドブッ
クに、被爆80周年記念事業に関するロゴマーク及び
メッセージを掲載し配布することで、子育て家庭にお
ける平和の意識の醸成を目指す。

約3,000部
（R7.11月末時点）

-              

　「エコライフ・フェスタ」チラシでの周知 R7.11 環境部
ゼロカーボン
シティ推進室

チラシに被爆 80 周年のロゴ及び特設サイトのＱＲ
コードを掲載する。

来場者数
21,700人

-              

　環境啓発推進事業関連チラシでの周知
R7.4～
R8.3

環境部 環境政策課
親子環境教室チラシに被爆８０周年のロゴマークを
つけて掲載する。

参加者数329人
（山77人、海80人、

川118人、省エネ54人）
-              

　歴史的風致維持向上推進会議での周知 R7.11 まちづくり部 景観推進室

歴史まちづくりに積極的に取り組む九州内の14都
市の首長が一堂に会する会議（長崎市主催）におけ
る広報用チラシに被爆80周年のロゴを使用すること
で、長崎市内外の人に向けて本市の被爆８０周年を
節目とする平和への発信に取り組む。

100人程度 -              

　うおのまち通信（第35号）での周知 R7.6
中央総合
事務所

中央地域
センター

中央地域センター管内で行われた地域の行事や取
り組みなどを紹介する、中央地域センターの広報誌
に被爆80周年のロゴを掲載する。

6,374部/回
（自治会班回覧用と

して配布）
-              

　地域住民向け広報紙「ゆうこうだより」での
　周知

R7.4～
南総合
事務所

土井首地域
センター

地域広報紙「ゆうこうだより」に被爆80周年のロゴや
特設サイトのＱＲコードを掲載する。

約700部/月 -              

　地域住民向け広報紙「香焼だより」での周知
R7.8～
R8.2

（偶数月）

南総合
事務所

香焼
地域センター

広報紙「香焼だより（自治会班回覧）」に被爆80周年
のロゴマークを掲載する。

約180部/月 -              

　地域住民向け広報紙「野母崎地域センター
　からのお知らせ」での周知

R7.5
南総合
事務所

野母崎地域
センター

地域広報紙「野母崎地域センターからのお知らせ」
に被爆80周年のロゴマークを掲載する。

約2,000部 -              

　地域住民向け広報紙「伊王島地域センター
　だより」での周知

R7.5
～R8.3

南総合
事務所

伊王島地域
センター

広報紙「伊王島地域センターだより」タイトル横に被
爆80周年のロゴマークを掲載する。

約350部/月 -              

取
組

方
針

手
法

予算
年度

予算現額（千円）
※R6年度は決算額

18

部局名 所属名 事業内容 参加者数など
事業名

（款項目　事業3名称）
実施
年月
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（２）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部以外） ※ピンクの網掛けは、当初の予定になかったが今年度に取り組んだ事業

イベントでのブース設置・PR

　第１３６回九州市長会総会資料へのロゴ掲載
　及び会場での平和関連ブースの設置

R7.5 総務部 総務課

令和７年５月２０日～２１日に出島メッセ長崎をメイ
ン会場に開催した九州市長会総会（１１５市出席）会
議資料にロゴマークを掲載したとともに、会場にて
周知ブースを設置する。

346人 -              

　ながさきピース文化祭2025イベント会場での
　平和発信ブース設置

R7.9～
R7.11

市民生活部
ながさき

ピース文化祭
推進室

被爆80周年を広く周知するため、ながさきピース文
化祭2025イベント会場において、被爆80周年や平
和の文化を発信するブース設置を行い、機運醸成
に繋げる。
①9/20～21　長崎国際音楽フェスティバル2025
②10/5　全国邦楽合奏フェスティバル　in　長崎
③11/2　川柳の祭典

①　約1,100人
②　約  800人
③　約　230人

-              

　ながさき実り・恵みの感謝祭2025でのPR R7.11 水産農林部
水産農林
政策課

例年11月末に行う「ながさき実り・恵みの感謝祭」に
おいて、被爆80周年記念事業のPRを行う。

20,000人 -              

　第３０回全国女性消防団員活性化長崎大会
　でのPR

R7.11 消防局 予防課

11月13日（木）に第３０回全国女性消防団員活性化
長崎大会が出島メッセ長崎で開催され、全国から約
2,500人の女性消防団員が一堂に集まる中、会場に
て被爆８０周年を周知する展示ブースを設ける。

約2,500人 -              

広報紙における被爆80周年の機運醸成

　市営住宅住民へ広報紙による周知 R7.7 建築部 建築総務課
市営住宅の指定管理者が発行している、市営住宅
住民に向けた広報紙（市営住宅たより夏号）に被爆
８０周年について記載する。

6,800部 -              

　式見地域センターだよりにおける被爆80周年
　関連記事の掲載

R7.7
中央総合
事務所

式見地域
センター

令和7年７月に発行した式見地域センターだより（地
域センター広報紙　式見地区自治会回覧ほかに供
する）に被爆について記載された書籍等を紹介する
ことで被爆８０周年への意識喚起を行う。

150部 -              

広報ながさきにおける被爆80周年関連記事の掲載

　広報ながさき4月号～3月号
　定番コーナー「被爆の記憶巡り」

R7.4～
R8.3

企画政策部
原爆被爆対

策部

広報広聴課
被爆継承課

広報ながさきの「被爆の記憶巡り」と題したコーナー
で毎月、原爆の被害を受けた建築物や樹木などを
紹介する。

約174万部発行 -              

　広報ながさき4月号 特集 R7.4 企画政策部 広報広聴課
広報ながさきの特集「100年に一度のその先へ」で、
被爆80周年となる令和7年度の１年間のスケジュー
ルや記念事業を紹介する。

15万部発行 -              

　広報ながさき8月号 特集 R7.8 企画政策部 広報広聴課

広報ながさきの特集「被爆後の長崎のまちと人々の
歩み」で、被爆者の声とともに被爆当時を振り返っ
たほか、表紙では被爆者と交流証言者の写真を掲
載する。

14.5万部発行 -              

22
記者会見用インタビューバッグ制作業務委託
（2.1.2　広報広聴事務費）

R7.3 企画政策部 広報広聴課
記者会見にて市民に市役所の取り組みを視覚的に
ＰＲするため、記者会見用インタビューバックを制作
する。

- R6 61            

予算現額（千円）
※R6年度は決算額

19

手
法

部局名 所属名 事業内容 参加者数など
予算
年度

実施
年月

取
組

方
針

事業名
（款項目　事業3名称）

20

21
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（２）被爆80周年記念事業一覧（原爆被爆対策部以外） ※ピンクの網掛けは、当初の予定になかったが今年度に取り組んだ事業

市ウェブサイトトップページスライドバナー
R7.6～
R7.12

企画政策部 広報広聴課
市ウェブサイトのトップページのスライドバナーに、
被爆80年特設ページへリンクするバナーを掲載す
る。

- -              

ゼロカーボンシティ長崎ポータルサイトでの周
知

R7.4～
R8.3

環境部
ゼロカーボン
シティ推進室

ゼロカーボンシティ長崎ポータルサイトにて、被爆80
周年に係るホームページへのリンクを設置する。

サイト閲覧数
24,781人

（R7.4～R8.1末）
-              

市ウェブサイトにおけるページスライドバナー R7.7～
南総合
事務所

野母崎地域
センター

市ウェブサイトの野母崎地域センターのトップページ
に、被爆80年特設ページへリンクするバナーを掲載
する。

- -              

ヒ
ト

24
子どもゆめ体験
（2.1.9　子どもゆめ体験費）

R7.8 企画政策部 国際課

日本初の姉妹都市提携から70周年を迎えるアメリ
カ・セントポール市を訪問し、現地の人々との交流を
通じて文化・習慣などを肌で感じることで国際性を
育むともに、英語で被爆の実相や平和への思いを
伝える力を高めることにより、次世代を担うグローバ
ルな人材を育成する。

16人 R7 17,440       

被爆80周年記念事業費合計（原爆被爆対策部以外）　　 合計 70,736    

24事業　　　　 R6決算 7,244      

R7予算 63,492    

【参考】令和7年2月議会（令和7年度当初予算審査）時　 合計 49,138    

15事業　　　　 R6予算 3,487      

R7予算 45,651    

被爆８０周年記念事業費 680,289       

手
法

取
組

方
針

23

被爆８０周年記念事業数 52事業 千円

事業内容 参加者数など
予算
年度

予算現額（千円）
※R6年度は決算額

所属名
事業名

（款項目　事業3名称）
実施
年月

部局名
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⑩ながさき水道水

④長崎平和ハーフマラソン

㉑広報ながさき8月号

⑧第73回長崎市民音楽祭

⑲第136回九州市長会総会
平和関連ブース

⑤ Bリーグオールスター
折り鶴ブース
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ア 事業経過

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

工
程

基本計画 基本設計 実施設計 制作・施工

会
議

運営審議会 ３回
小委員会 ４回

運営審議会３回 運営審議会 ４回（予定）
小委員会 ２回

運営審議会（回数未定）
監修依頼ほか

備
考

パブリックコメント、ア
ンケートの実施

ワークショップの開催 開館しながらの改修

長崎市

審議会

小委員会

市議会

意見

報告

イ 計画・設計策定の流れ

計画・設計

反映

３ 長崎原爆資料館展示更新実施設計の最終案について

（１） 事業概要
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月日 種別 内容

５月１２日 プロポーザル審査会 受託者の選定

６月 市議会 所管事項調査（受託者の決定について）

７月２２日 第１回運営審議会 会長互選、小委員会の設置

９月 市議会 実施設計・制作施工契約締結議案（第１７６号）

１０月２２日、３０日 小委員会 解説パネル原稿案

１１月１９日 第２回運営審議会 実施設計中間報告・解説パネル原稿案

１２月 市議会 所管事項調査（実施設計案の中間報告について）

２月１７日 第３回運営審議会 実施設計最終案 ・解説パネル原稿案

３月 市議会 所管事項調査（実施設計最終案について）

３月（予定） 第４回運営審議会 実施設計最終案

（２） 今年度の経過
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大項目 中項目 小項目

Aコーナー
1 1945年8月9日

1-1 永遠の11時2分 （展示更新対象外）

1-2 被爆前後の長崎

1-3 原爆投下 （展示更新対象外）

Bコーナー
2 原爆による被害の実相

2-1 原子野と化した長崎の街 （展示更新対象外）

2-2 浦上天主堂の惨状 （展示更新対象外）

2-3 長崎原爆投下までの経過 （展示更新対象外）

2-4 被爆した長崎の街 （展示更新対象外）

2-5 長崎型原爆（ファットマン） （展示更新対象外）

2-6 熱線による被害 （展示更新対象外）

2-7 爆風による被害 （展示更新対象外）

2-8 放射線による被害

2-8-1 原子爆弾と放射線

2-8-2 初期放射線と残留放射線

2-8-3 被ばく線量と人体への影響

2-8-4 急性障害と後障害

2-8-5 胎内被爆

2-8-6 遺伝的影響

2-8-7 被爆医療の取組み

2-8-8 医学的調査の始まり

2-8-9 被爆医師の証言

2-8-10 人体影響の生涯持続性

2-9 救援・救護活動
2-9-1 混乱と慟哭の中で

2-9-2 永井隆博士

2-10 被爆者と遺族の戦後

2-10-1 身体的・精神的な苦しみ

2-10-2 大切な人を失った悲しみ

2-10-3 生活における困難

2-10-4 社会的な差別と偏見

2-11 被爆者の訴え （展示更新対象外）

（３） 常設展 展示項目一覧
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大項目 中項目 小項目

Cコーナー
3 二つの世界大戦

象徴展示核兵器の誕生

3-1 第一次世界大戦
平和に向けた国際秩序の形成

3-1-1 世界戦争への道

3-1-2 総力戦と新兵器の出現

3-1-3 平和主義と国際協調体制の確立

3-1-4 戦闘行為の規制と戦争の違法化

3-2 第二次世界大戦
戦争へ向かう日本と国際社会

3-2-1 満洲事変と国際連盟からの脱退

3-2-2 日中戦争の拡大と長期化

3-2-3 第二次世界大戦とアジア・太平洋戦争の勃発

3-2-4 世界戦争の実相と展開

3-3 核時代の幕開け
原子爆弾の開発と投下

3-3-1 原爆の開発と実用化

3-3-2 原爆の使用決定

3-3-3 原爆投下に反対する人々

3-3-4 広島・長崎への原爆投下

戦時下の長崎

1 軍需産業都市・長崎

2 長崎から戦場へ

3 銃後のくらし

4 勤労動員の日々

5 警報下の長崎と空襲

（３） 常設展 展示項目一覧
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大項目 中項目 小項目

Cコーナー
4 核兵器の脅威

没入体験型展示 核実験映像による
イマーシブ体験

4-1 東西冷戦と核兵器開発競争

4-1-1 原子力の国際管理の失敗

4-1-2 原子爆弾から水素爆弾へ

4-1-3 第五福竜丸事件と原水爆禁止運動

4-1-4 世界が最も核戦争に近づいた日

4-1-5 核不拡散への取組み

4-2 新たな核リスクの出現

4-2-1 核軍縮の前進とアジア・中東での核拡散

4-2-2 核兵器関連物質と開発技術の流出

4-2-3 核テロの危険性

4-3 岐路に立つ国際社会

4-3-1 核使用リスクの高まり

4-3-2 核兵器禁止条約の発効

4-3-3 日本被団協のノーベル平和賞受賞

世界のヒバクシャなどに関する展示

Cコーナー
5 長崎のあゆみ

再現展示 爆心地とその周辺の復興
ジオラマ

5-1 焦土からの復興

5-1-1 被爆後のくらし

5-1-2 占領軍の駐屯と都市機能の復旧

5-1-3 長崎国際文化都市建設法

5-1-4 原爆犠牲者の慰霊と平和祈念

5-2 核兵器廃絶と平和希求

5-2-1 原水爆禁止運動の始まり

5-2-2 広がる反核・平和運動

5-2-3 ナガサキから世界へ

5-2-4 次世代がつむぐ平和

5-3 被爆の実相の継承

5-3-1 ナガサキを残し、伝える

5-3-2 被爆遺構の保存と活用

5-3-3 未来につなぐ被爆の記憶

長崎の被爆者などに関する展示

（３） 常設展 展示項目一覧
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